








要約:マス・スクリーニング関係機関の協力のもとに保護者の同意が得られた新生児を対

象として,徳島県および香川県においてウィルソン病の新生児マス・スクリーニングを行

った。現行新生児マス・スクリーニング用乾燥血液濾紙を用いて ELISA 法により血中ホロ

セルロプラスミン濃度を測定したところ,ホロセルロプラスミン濃度は採血後 7 日までに

血液濾紙が到着した場合には有意の差を認めなかった。徳島県において 2,509 名,香川県

において 4,103 名を対象としてスクリーニングを行い,Cut off 値以下であった 21 名に再

検査を依頼した。このうち現在までに再検査を受けた 6名中 2名が Cut off 値以下であっ

た。この 2名に関しては,今後経過観察を行ない,ウィルソン病であるかを検討していくこ

とが必要である。今回のパイロット・スタディーの結果からウィルソン病患者において新

生児期からホロセルロプラスミン値が低値であるならば,現行マス・スクリーニング用乾

燥血液濾紙を用いたウィルソン病マス・スクリーニングは可能であると考えられた。


